
特集６　あなたが住む街からの情報発信への取組
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〔概要〕
地域に生きる高齢者、若者、子どもたちが繋がるために、高齢者の方 の々生き様を、若者や子どもたちが聞き取り、

それを言葉にする活動を紹介します。
この活動によって、閉じこもりがちであった高齢者が地域のイベントに顔を出すようになり、高齢者の持つ生きる知
恵が地域の活性化につながります。
伊丹市立伊丹高等学校では、「地域に根ざした活動で、若者が本気になれば、地域は活性化できる」実践として

「伊丹育ち合い（共育）プロジェクト」を１１年間行っています。高齢者の人生が可視化されることで、生徒の自発性
を生み出し、その意欲に触発された地域が変わっていく事例です。

〔コラム〕
地域SNSを活用し、地域とのつながりを深めていった「伊丹育ち合い（共育）プロジェクト」において、２人の高校

生が地域との連携をより深めるために企画したものです。この企画によって、多くの関係者を結びつけました。
関係者　・高齢者：K－メゾンときめき　入居者・通所者・施設関係者
　　　　・若者（中学生）：伊丹市立北中学校生
　　　　・若者の指導者：伊丹市立北中学校　教員・校長
　　　　　　　　　　　　伊丹市立伊丹高等学校　教員・校長
　　　　・書き方指導：地域情報化アドバイザー　坪田知己
　　　　・研究：関西学院大学　学生・教員（リサーチフェアで発表）
　　　　　　　　伊丹市立伊丹高等学校　３年生（高大連携として研究）
手順としては、①中学生が地域情報化アドバイザーの坪田知己さんの書き方講座を受講、②高齢者から中学生

が「若い時の話」を聞き取り、③それを文章化し、④印刷製本、⑤中学生の手紙と冊子を高齢者に渡し、⑥効果につ
いて研究発表するというように、実践を丁寧につなぎ、効果をあげています。
効果としては、閉じこもりがちの高齢者が、エンディングノートではありませんが、自分の人生を若者に伝えること

で、生き甲斐を見出し、生き生きと地域の行事に顔を出すようになってきました。若者にとっては、自分の祖父・祖母と
は違った人生を知ることで、キャリア教育に繋がっています。
イベントを「する」から、「通じて得る」ものに変化した取り組みだといえます。この取り組みは、地域SNSである「い
たまちSNS」の働きによって支えています。地域SNSによって、多様な人との情報のやり取りが可視化されることで、よ
り広範囲な人のつながりを生み出すことを可能にしています。
 

（教育・学習機会の充実－N－２）

人のつながりを生み出す「人生の聞き書き」
（伊丹市立伊丹高等学校）
http://sns.itamachi.jp/
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（取組みイメージ図）

これは、関西学院大学で開催されたリサーチフェアで発表されたポスターです。（特別賞を受賞）

（問い合わせ先）
伊丹市立伊丹高等学校　畑井克彦　
TEL：０７２－７７２－２０４０　e-mail：hata3000@itami.ed.jp




